
企
画
研
究
部
部
長

吉
村
大
介 

よ
し
む
ら
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
理
科

（
化
学
）。

学
習
進
路
部
部
長

細
井
ひ
ろ
み 

ほ
そ
い
・
ひ
ろ
み

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
国

語
科
。

中
学
１
学
年
担
当

宮
本
脩
平 

み
や
も
と
・
し
ゅ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英
語

科
。

学
習
進
路
部
副
部
長

石
井
透
雄 

い
し
い
・
ゆ
き
お

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地
理

歴
史
科
（
世
界
史
）。

教
務
副
主
任

石
本
由
布
子 

い
し
も
と
・
ゆ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
・
公
共
）。

設
立
　
２
０
０
８
（
平
成
20
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
78
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科

大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
１
９
人
が
合
格
。

学
校
概
要

※学校資料を基に編集部で作成。

学年を超えて切磋琢磨する環境で、
能動的に学ぶ生徒を育てる

茨城県立並木中等教育学校は、「能動的な学びのできる人間力を備えたグローバルリーダー」を
目指す生徒像に掲げ、プロセスを大切にした探究学習に加え、異学年と合同の学習活動や

地域の資源を活用した課外活動など、工夫を凝らした様々な活動で、生徒の意欲や主体性を育んでいる。

茨城県立並木中等教育学校事例 2

学習の柱（６年間を通した体系的な学び）

体験・思考の柱（６年間を通した継続的な環境）

２本の柱が相互に影響を与え合い、成長を促す原石

入学生

日
本
や
世
界
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
へ

進路
実現

並木を巣立ち、グ
ローバルリーダー
となるためのさら
なる機会や経験を
得る

進路実現が可能な
カリキュラムを設定

課題探究を通して
問題解決力を育成する

ＳＳＨを主体として、
理数教育を充実させる

折れない心、失敗を乗り越え
試行錯誤できる力を育てる

人間力を育成できる
様々な体験の場をつくる

大学や研究所との
連携

生徒が能動的な学び
ができる授業の工夫

深い学びへ誘う
授業の工夫 適切な授業進度

基礎・基本の
徹底

文理にとらわれない
リベラルアーツ教育

授業やテスト、家庭学習
を大切にする雰囲気

２本の柱によって、高い学力と
思考力や表現力、主体的に行動
できる人間力を６年間で育成す
ることを目指す

目指す生徒像を実現するための６年間の学び実践の全体像
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Ｓ
Ｓ
Ｈ（
＊
１
）指
定
校
の
茨
城
県
立
並
木

中
等
教
育
学
校
は
、例
年
、難
関
国
公
立
大
学

の
合
格
者
を
多
数
輩
出
す
る
進
学
校
だ
。「Be 

a Top Learner!

（
高
き
学
習
者
た
れ
）」を

校
是
と
し
、「
能
動
的
な
学
び
の
で
き
る
人
間

力
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」を
目

指
す
生
徒
像
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
実
現
に

向
け
て
、６
年
間
を
通
し
た
体
系
的
な
学
び

を
行
う「
学
習
の
柱
」と
、問
題
解
決
力
や
試

行
錯
誤
で
き
る
力
な
ど
を
育
む
「
体
験
・
思

考
の
柱
」を
教
育
活
動
の
２
本
柱
と
し
て
い

る（
Ｐ
．８
図
）。学
習
進
路
部
部
長
の
細
井
ひ

ろ
み
先
生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
教
科
学
習
と
体
験
的
な
学
び
の
ど
ち
ら

か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

教
育
活
動
に
よ
っ
て
、
教
科
学
力
や
思
考
力
、

人
間
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
も
う
と
し

て
い
ま
す
」

　「
学
習
の
柱
」は
毎
日
の
授
業
の
こ
と
を
指

す
。全
教
科
で
探
究
的
な
学
び
を
実
践
し
、生

徒
が
自
分
な
り
の
問
題
意
識
を
持
ち
、解
決

に
向
け
て
試
行
錯
誤
で
き
る
よ
う
な
授
業
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
学
校
独
自
の
学
習
法
も

取
り
入
れ
て
い
る
。「
Ｔ
Ｏ
学
習
」（
＊
２
）は
、

異
学
年
合
同
の
授
業
で
、
上
級
生
が
下
級
生

に
問
題
の
解
き
方
を
教
え
た
り
、
一
緒
に
考

え
た
り
す
る
。「
Ｒ
80
」（
＊
３
）は
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
な
ど
を
80
字

以
内
で
ま
と
め
る
活
動
で
、必
ず
２
文
で
書

き
、接
続
詞
で
結
ぶ
こ
と
が
ル
ー
ル
だ
。い

ず
れ
も
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促
し
、
論

理
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
　

　「
体
験
・
思
考
の
柱
」
の
中
心
は
６
年
間

を
通
じ
た「
課
題
探
究
」だ
。
１
年
次
か
ら

生
徒
が
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
に

取
り
組
み
、
探
究
を
段
階
的
に
発
展
さ
せ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
（
図
１
）。
失
敗
や

成
功
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、「
ま
ず
は
や
っ

て
み
よ
う
」と
い
う
主
体
性
を
育
て
て
い
る
。
　

　
生
徒
が
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
人
間
力
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
、
学
校
行
事
や
校
外
活

動
も
充
実
さ
せ
て
い
る
（
図
２
）。
例
え
ば
、

同
校
の
３
大
行
事
の
１
つ
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
は
、
２
日
間
で
60
㎞
を
歩
く
と
い
う
も

の
で
、
苦
し
い
時
こ
そ
踏
ん
張
る
精
神
力
や
、

周
り
を
思
い
や
る
心
を
涵
養
し
て
い
る
。

　
同
校
の
特
徴
的
な
学
習
活
動
は
、
４
〜
６

年
次
の
「
課
題
探
究
」
だ
。
生
徒
は
個
人
で

探
究
に
取
り
組
む
が
、
ま
ず
４
年
次
の
１
年

間
を
か
け
て
探
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
企

画
研
究
部
部
長
の
吉
村
大
介
先
生
は
、
そ
の

ア
ー
ル
エ
イ
テ
ィ

「課題探究」６年間の流れ図１

学年 探究テーマ 活動内容

１年次
ミニ課題探究Ⅰ
（個人）

自分の「問い」
と出合う

個人で探究テーマを設定し、調べたことをまとめて考察し、学年
発表会で口頭で発表。

２年次
ミニ課題探究Ⅱ
（グループ）

企業とともに
未来をつくる

企業のインターンシップを教室で体験する活動を通して、働くこと
の意義や企業活動への理解を深める。企業からのミッションの実現
に向けて様々なアイデアを出し合い、プレゼンテーションを行う。

３年次
ミニ課題探究Ⅲ
（グループ）

地域の
社会問題

グループで探究テーマを設定し、身近な問題の解決に挑戦。成果
を学年発表会で口頭で発表。

４年次
課題探究Ⅰ〜Ⅲ
（個人）

各自の自由

ゼミに所属し、１年間かけて個人探究のテーマを設定。その手順は、
探究構想を立てた後、仮テーマを設定。構想発表会・中間発表会（ス
ライドを使い、口頭で発表）を経て、最終決定。

５年次 口頭及びポスターで研究成果を発表。

６年次 研究論文を作成し、提出（A4で10ページ以上）。

「課題探究」は、１～３
年次は「総合的な学習
の時間」で、４～６年次
は「総合的な探究の時
間」と学校設定科目「課
題探究」で実施。ゼミは、
人文・社会科学・国際
文化・スポーツ科学・芸
術・生活科学・物理・化
学・生物・地球科学・情
報科学・数学・医学・自
然科学・SDGsの15ゼミ。

※学校資料を基に編集部で

作成。

人間力や国際貢献のマインドを育む校外活動（例）図２

全学年 ウォークラリー ２日間で60㎞を歩く。保護者も交通整理などで参加

１年次 学級づくり合宿（P.11図６） 学級づくりのための開校以来の行事

２年次 ブリティッシュヒルズでの語学研修
外国人講師による英語コミュニケーションの授業、
ジャーナルの作成・発表

３年次 広島・京都平和研修 社会見学、文化理解、平和教育

４年次 ニュージーランド海外語学研修
２週間のホームステイでの英語によるコミュニケー
ション、異文化体験

５年次 アジア方面海外修学旅行 2023年度はベトナムを訪問。戦争遺構の見学等

「ウォークラリー」「かえで祭（文化
祭）」「スポーツデイ（体育祭）」が、
同校の３大行事。2009年度にユネ
スコスクールに加盟後は、国際貢
献・平和教育の視点を取り入れた
学校行事を中学校段階から体系的
に実施。各国の大使による講演な
ども随時行う。

※学校資料を基に編集部で作成。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。同校は 2012 年度から指定され、現在３期目。　＊２　「TO」は、Teaching Others の略。
＊３　「R」は、リフレクション（振り返り）とリストラクチャー（再構築）のこと。「TO 学習」「Ｒ80」のいずれも中島博司元校長が考案。　

「
学
習
」と「
体
験・思
考
」を
柱
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
教
育
活
動
を
展
開

取
り
組
み
の
背
景
・
全
体
像

異
学
年
合
同
の
ゼ
ミ
で

助
言
し
合
い
、試
行
錯
誤
を
支
え
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
課
題
探
究
」
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ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
自
分
が
何
に
関
心
が
あ
り
、
何
を
深
め

た
い
の
か
、
ど
ん
な
困
り
事
を
解
決
し
た
い

の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
１
年
間
か
け
て
と

こ
と
ん
掘
り
下
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
、
自
分
を

理
解
す
る
過
程
は
、
自
分
ら
し
い
学
び
方
や

目
指
し
た
い
進
路
を
見
極
め
る
上
で
重
要
で

あ
り
、
主
体
性
も
育
ま
れ
ま
す
」

　
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
ど
ん
な

テ
ー
マ
で
も
生
徒
は
実
験
や
調
査
な
ど
を
自

分
で
行
い
、
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
教
師
が

そ
れ
ら
の
方
法
を
教
え
る
こ
と
は
な
く
、
生

徒
は
研
究
構
想
の
段
階
で
、
自
分
の
探
究
に

必
要
な
実
験
や
調
査
な
ど
を
様
々
に
試
す
。

　
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
過
程
に
お
い
て
生

徒
の
心
の
支
え
と
な
り
、
成
長
の
糧
に
も
な

る
の
が
ゼ
ミ
活
動
だ
。
15
の
ゼ
ミ
か
ら
自
分

の
関
心
に
応
じ
て
１
つ
を
選
び
、
４
〜
６
年

生
の
各
５
人
程
が
所
属
。
週
１
回
集
ま
り
、

各
自
の
探
究
の
進
捗
を
報
告
し
つ
つ
、
テ
ー

マ
の
設
定
や
探
究
の
進
め
方
な
ど
を
相
談
し

合
う
（
図
３
）。

　「
４
年
生
は
意
欲
的
に
探
究
し
て
い
る
５
・

６
年
生
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
先
輩
の
よ
う

に
学
び
た
い
と
憧
れ
を
抱
き
ま
す
。
５・
６

年
生
は
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
が
整
理
さ
れ
、
新
た
な
気

づ
き
を
得
ま
す
。
異
学
年
間
の
対
話
が
、
双

方
に
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
」（
細
井
先
生
）

　「
課
題
探
究
」
で
の
成
功
体
験
が
教
科
学

習
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
と
、
教
務
副

主
任
の
石
本
由ゆ

う

こ
布
子
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
を
通
じ
て
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
難
し
い
課

題
に
も
諦
め
ず
に
努
力
で
き
た
と
い
っ
た
経

験
は
、
生
徒
の
自
信
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が

探
究
以
外
の
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
学
校
が
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
に
あ
る
立

地
を
生
か
し
、
数
々
の
課
外
活
動
も
実
施
し

て
い
る
（
図
４
）。
企
業
や
大
学
の
研
究
室

へ
の
訪
問
、
研
究
者
に
最
先
端
の
ト
ピ
ッ
ク

を
聞
く
講
座
な
ど
、
本
物
に
出
合
い
、
輝
い

て
い
る
大
人
と
話
す
こ
と
が
生
徒
を
刺
激
し

て
い
る
と
、
学
習
進
路
部
副
部
長
の
石
井
透ゆ

き

雄お

先
生
は
語
る
。

　「
講
演
で
は
、
講
師
の
話
を
50
分
間
、
質

問
タ
イ
ム
を
50
分
間
と
し
て
い
ま
す
。
講
師

の
話
に
関
心
が
あ
る
生
徒
が
集
ま
る
た
め
、

質
問
タ
イ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
会
の
終
了
後
も

質
問
が
続
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の
参
加
（
図
５
）
も
、

生
徒
を
刺
激
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　「
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
全
国
の
優
秀
な

「ＳＳＨ講座」は、
企業の施設や大学
の研究室などを訪
問する体験型講
座。2023年度は、
千葉県市原市のチ
バニアン地層（地
球で最後に地磁気
逆転が起こった痕
跡が残る地層）の
観察、半導体工場

やJAXAの研究室の見学、ブナ・ミズナラの植樹体験や棚倉断層の観察
などを行った。

「ＳＳＨサイエンス
カフェ」は、各分
野の研究者等を招
いて行う座談会形
式の講座。2023
年度は、月２人の
ペースでゲストを
招いて開催。ドイ
ツの大学で飛行機
の研究をしている
卒業生や、小児科

病棟で働く研修医の卒業生、自動車開発者、水族館飼育員、培養肉・
ベジミートの研究者、折り紙で数理現象を研究するオリガミクスの研
究者などが来校した。

「課題探究」で行う、４〜６年生が切磋琢磨するゼミ活動図３本物に出合う課外活動（例）図４

ゼミには、４〜６年生が各５人程、計15人程が所属している。探究テー
マは一人ひとり異なるが、関心を持つ分野は同じだ。自分が取り組み
たいことをゼミのメンバーに伝えてアドバイスをもらう。理系分野の
研究はもちろん、文系分野でもオリジナルのデータを収集し、提案型
の研究発表を目指す。各ゼミには担当教師がつき、運営を任されている。
人文ゼミ（写真）では、５年生がゼミ長と副ゼミ長を務め、ゼミの司
会進行を担っている。なお、ゼミは移籍できないが、探究テーマはい
つでも変えることが可能だ。人文ゼミで物理をテーマにする生徒もい
るという。「学びたいという思いが尊重されることで、生徒は意欲を持
続させることができるのだと思います」と、吉村先生は語る。

※図３・４は、学校資料を基に編集部で作成。

SSH講座

SSHサイエンスカフェ

６年生
研究は終了しているが、
アドバイザーとして参加

留学生
一緒に参加

５年生
ゼミ長が進行、
副ゼミ長が
時間管理

４年生
検討中のテーマを発表

ゼミ担当教師
一緒に考える

輝
い
て
い
る
大
人
や
他
校
生
と

の
対
話
が
、生
徒
を
刺
激
す
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
課
外
活
動
・コ
ン
テ
ス
ト
」
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●「科学の甲子園ジュニア」全国大会に８回出場。2020
年度は全国総合４位

●「科学の甲子園」全国大会に５回出場。2017年度は全
国総合４位

● 「科学オリンピック」2021年度日本生物学オリンピッ
ク金賞１人、銀賞１人、銅賞１人

各種コンテスト受賞実績（例）図５

高
校
生
と
交
流
し
、
本
物
の
研
究
者
や
起
業

家
と
接
す
る
経
験
は
、
生
徒
の
財
産
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
た
先
輩

の
姿
を
見
て
、
自
然
と
全
国
を
目
指
す
雰
囲

気
が
校
内
に
あ
り
ま
す
し
、
対
外
的
な
場
に

参
加
す
る
意
義
を
伝
え
、
生
徒
の
背
中
を
押

す
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
」（
石
本
先
生
）

　
１
年
次
の
導
入
期
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
意

欲
が
高
ま
る
よ
う
、
学
級
づ
く
り
合
宿
を
実

施
し
、
カ
ッ
タ
ー
研
修
（
図
６
）
な
ど
で
成

功
体
験
を
積
ま
せ
る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら

褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
中
学
１
学
年

担
当
の
宮
本
脩
平
先
生
は
語
る
。

　「
１
年
次
の
１
学
期
は
、
学
習
法
と
し
て

『
答
え
を
写
す
だ
け
で
は
駄
目
だ
よ
』
な
ど

と
指
導
す
る
一
方
で
、
受
け
身
の
学
習
と
な

ら
な
い
よ
う
、『
ノ
ー
ト
の
書
き
方
が
分
か

り
や
す
い
ね
』
な
ど
と
、
よ
い
点
を
見
取
り
、

積
極
的
に
褒
め
て
い
ま
す
」

　
面
談
も
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
る
。
専
門
性
や
生
徒
と

の
相
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
担
任
・
副
担
任
に

限
ら
ず
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
適
任
だ
と
思

わ
れ
る
教
師
が
面
談
を
担
当
。
生
徒
が
自
分

自
身
の
こ
と
を
信
頼
し
、
前
向
き
に
な
れ
る

よ
う
に
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　「
以
前
、
ク
ラ
ス
の
中
心
的
存
在
の
生
徒

が
面
談
中
、
泣
き
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
そ
の
姿
を
黙
っ
て
見
守
り
ま
し
た
。

す
る
と
生
徒
は
十
数
分
間
で
泣
き
止
み
、
腹

を
く
く
っ
て
前
を
向
き
直
し
ま
し
た
。
自
分

の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
す
場
が
必
要
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
立
ち
直
る
力
を
信
じ
て
見
守
る

こ
と
も
、
生
徒
が
前
を
向
く
き
っ
か
け
に
な

る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
石
本
先
生
）

　
一
連
の
取
り
組
み
の
結
果
、　
東
京
大
学

志
望
者
が
数
年
間
で
１・
５
倍
と
な
っ
た
。

中
に
は
自
分
の
力
を
超
え
る
高
い
志
望
を
持

つ
生
徒
も
い
る
が
、
逆
転
合
格
者
も
出
て
い

る
。「
課
題
探
究
」
の
成
果
を
生
か
し
て
総

合
型
選
抜
で
進
学
す
る
生
徒
も
増
え
て
お

り
、
学
校
全
体
に
生
徒
間
で
切
磋
琢
磨
す
る

雰
囲
気
が
で
き
て
い
る
（
図
７
）。

　「
学
校
は
『
生
徒
の
い
い
と
こ
探
し
の
場
』

で
あ
る
は
ず
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
と
こ
ろ
、
で
き
る

こ
と
を
伸
ば
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
同
士
、

教
師
同
士
で
認
め
合
い
、
集
団
と
し
て
成
長

で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
石
本
先
生
）

１年次の導入期の学級づくり合宿でのカッター研修図６

１年次５月に行われる学級づくり合宿では、カッター研修が行われ
る。大型ボートに生徒約25人が乗り、力を合わせてオールを漕ぎ、
湾内を１周する。頑張ることの大切さを認識し、クラスの団結力を
高めるとともに、成功体験を通して前向きに学校生活をスタートさ
せることを目的としている。午前中にオリエンテーリングを行い、
４～５㎞を歩いた後、午後にカッターを漕ぐといった体力的に厳し
い活動にすることで、折れない心も育んでいる。

いつでも学べる自習棟「ブライトホール」図７

自習棟「ブライトホール」には、４～６年生が平日・休日を問わず自習
できる学習室があり、多い日は100人近い生徒が利用する。メリットは、
生徒同士で切磋琢磨する雰囲気が自然とできる点にある。「あの子がいる
から自分も頑張ろう」という生徒もいれば、自習棟の明かりを見て、夜
遅くまで頑張っているクラスメートの姿に刺激され、「自分もやってみよ
うかな」と意欲が湧く生徒もいる。自習棟をよく利用する生徒は「ブラ
イト組」と呼ばれ、各クラスに学ぶ雰囲気をつくる存在になっている。

ブライトホールには話し合
いのスペース「ＴＯルーム」

（＊４）がある。自習中に
難問にぶつかった時、生徒
が集まって意見を交わしな
がら解く場として活用され
ている。難問の解答がホワ
イトボードに誇らしげに残
されていることもよくある
という。 ※図５～７は、学校資料を基に編集部で作成。

学習意欲の向上
─学びの志向を捉えて教育活動をデザインする 

特集

成
功
体
験
を
積
ま
せ
、

積
極
的
に
よ
い
点
を
褒
め
る

意
欲
を
喚
起
す
る「
導
入
期
指
導
・
面
談
」

切
磋
琢
磨
す
る
生
徒
集
団
と

な
る
よ
う
環
境
を
整
え
る

取
り
組
み
の
成
果
・
展
望

＊４　「TO」は、Teaching Others の略。　
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